
熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成１９年度年次報告書

ものクリChaIIenge2007実施報告

ものクリChallenge2007WG長物質生命化学科鯉沼陸央

１．はじめに

平成１３年度から教務委員会や学生支援委員会が､平

成１６年度からは授業改善・ＦＤ委員会が、「ものづく

り教育」の一環として、構想力や表現力を競うコンテス

ト「もの・クリコンテスト」を開催してきた。このコン

テストは、工学部の学生に対して、夢のある自由なアイ

デアを構想し、その構想を具体的に表現し、主体的かつ

自立的に創造活動に参加する機会を与えることに加え

て､こうした活動による情報発信が地域社会との連携も

含む広い意味での体験的教育になることを目的にして

きた。

平成１８年度からは、さらなるものづくり教育の充

実を図る目的で、学生たちの自由なアイデアの構想と

それを具体的に表現する力を競うための行事である

「もの・クリコンテスト」と、単純なアイデアを原点

として、主に実用的なある「もの」を具体的に製作さ

せる創造融合工学教育センター主催の「サマーチャレ

ンジ」を合併させて、「もの・クリChallenge」として

コンテストを実施している。

授業改善・ＦＤ委員会とものづくり創造融合工学教

育センターが共同主催した「もの・クリChaUenge

2007」は、平成１８年11月３日の工学部探検の日に

行われた。学内外の審査委員はもちろん、一般の訪問

者も審査に参加することで、地域社会との連携と交流

を図れるようにした。今年度は「かえる」というテー

マで、アイデア部門と製作部門に分けて作品の募集を

行った。

全３７件の作品応募（製作２１件、アイデア部門１

６件）があった。参加者には作品製作費として１件に

つき１万円まで補助することとした。作品およびアイ

デアの展示、内容の説明による審査を行い、各部門の

優秀賞を１点ずつ表彰した。また、部門を問わずに全

作品のうち最優秀賞１点を表彰した。
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図１作品募集ポスター（－部抜粋）

前期の定期試験前（７月中旬）に図１のポスターを

掲示し、また、定期試験中に（７月下旬）に説明会を

２度実施することで、学生へコンテストの案内を行っ

た。前期中に案内を実施するのは、夏休み期間中に、

作品の構想や製作を行ってもらうことを目的としてい

るためであるが、当初の応募締め切り後、つまり、後

期日程開始後に応募するケースがほとんどであった。

第１次審査は工学部２号館１階ロビーで行い、製作

部門は、製作した作品の展示を、アイデア部門は、ア

イデアの概要を表したポスターを掲示し、工学部祭の

来場者に製作およびアイデア部門の優秀な作品へ投票

を依頼した。その結果、製作部門には約３００票、アイ

デア部門には約250票の投票があり､製作部門７作品、

アイデア部門６作品の計１３作品を一次審査通過作品

とした。

－次審査通過１３作品については、公開形式の最終

審査会において応募者が５分間の発表を行い、会場か

らの質疑に答えた。評価は外部審査委員２名、ものづ

くり委員会委員およびＦＤ委員会委員、大学院生によ

る審査委員が作品と発表を採点した｡評価項目は、「作

品製作目的・着眼点｣、「アイデア・】蛤１１性｣、「作品の

完成度・製作技術｣、「作品説明のわかりやすさ｣、「テ

ーマとの関連性」であり、合計点で'1頂位をつけた。製

作部門およびアイデア部門の総合点の高いもの各１点

を優秀賞とし、部門を問わずに全作品のうち、合計点

２実施概要

実施スケジュールは以下のとおりであった。

１０月１５日応募締切変更前８月３１日

１０月１６日応募テーマ発表変更前９月３０日

１０月２６日アイデア部門Ｗｅｂ登録締切

11月２日アイデア部門，製作部門作品提出締切

１１月３日１０:００～12:００第１次審査(工学部２号館

１階ロビー）

１２：１０第１次審査結果発表（工学部２号

館１階ロビー）

１３：00～１５：００第２次審査（工学部２号

館２２３教室）

１５:３０審査結果発表と表彰
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は､独創的で斬新なアイデアが多く含まれており、すぐ

にも実現可能なアイデアから､未来へ向けた創造的な内

容まで、非常にバラエティーに富んだ作品群であった。

また、このコンテストから、アイデアや構想、夢などを

これまでに修得した知識や経験に関連付けることによ

って、具現化･製品化に対する基礎知識の重要性が理解

され、さらには、「ものづくり」の重要』性が改めて認識

できたものと期待される

なお、最優秀賞および優秀賞の受賞者は、平成１９

年１１月２９日（於熊本大学）の熊本フォーラムへの

参加を依頼し、この成果を口頭発表、およびポスター

が最も高いものを最優秀賞として表彰した。また、

次審査通過作品を入賞とした

受賞作品には賞状と副賞として図書券または旅行券

（最優秀賞１２万円分、優秀賞６万円分、入賞５千円

分）を授与した。

最終結果

最優秀賞（製作部門）

「触るかく」

環境システムエ学科建築系３年岸川芙美他８名

優秀賞製作部門

「六面パズル」

知能生産システムエ学科機械系４年山岡太郎他１名

優秀賞アイデア部門

『分身メーカー」

電気システムエ学科４年松隈宣裕他２名

発表によって公表した。
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ａ改善点及び検討課題

今年で７回目になる「もの・クリ・200X」コンテス

トは、昨年度から「サマーチャレンジ」と合併して実

施し、「もの・クリChallenge」としては、２回目の開

催になった。

昨年度と同様に、工学部探検の日程に合わせて、「も

の・クリChallenge2007」を開催したが、作品の募集

および案内の日程が、夏季休暇期間と重なったため、

当初予定した締切日には、充分な応募数が集まらなか

った。また、「もの・クリChallenge2007」だけを対

象として作製・考案された作品以外の応募も一部に見

られた。より多くの学生、特に、ｌ～３年生の応募を

増やすためには、広報活動を前期日程開始直後から始

めることや、ものクリエ房等の利用を促進させ、学生

自身にものづくりの重要`性や楽しさを認識させるなど

の工夫が必要になるであろう。

審査方法についても、いくつかの改善点が考えられ

る。今年度も２次審査において、相対的に製作部門の

得点の方が高かった。また、授業の一環や卒業研究に

関連した作品の得点も高い傾向が見られた。したがっ

て、公正な審査を行うためには、作品募集前に、審査

の方法を検討し、作品の募集時には、詳細な審査方法

を公表するほうがよいのではないかと思われる。

昨年度から、授業改善・ＦＤ委員会とものづくり委

員会の合同で「もの・クリChaUenge」を主催し、ワー

キンググループを形成しているが、それぞれの委員会

での「もの・クリChallenge」に関する決定事項がワー

キンググループに報告されないため、円滑にコンテス

トが開催できないことも改善すべき点である。

しかしながら、入賞した作品のみならず､応募作品に
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図２最優秀賞受賞作品「触るかく」
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図３優秀賞受賞作品製作部門「六面パズル」
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図４優秀賞受賞作品アイデア部門「分身メーカー」

のアイデアのコンセプト
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